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1 ．本調査の背景
1．1　解決すべき問題
ヒト，モノ，カネが自由に国境を越え，その動きが
地球的規模で拡大していく今日，専門分野を問わず，
このグローバル化時代に活躍するための要件の 1 つ
に，説明力，交渉力といったコミュニケーションの手
段としての語学力，すなわち英語の実践的運用能力が
挙げられる．わが国においても，これからのグローバ
ル化社会を牽引していく人材の育成が強く求められる
なか，大学の英語教育において，いわゆる 4 技能を発
展させた実践的・即戦力的な英語運用能力を学生に習
得させること―とりわけ，英語による発信力（スピー
キング，ライティング，プレゼンテーション能力）の
強化―が期待されている．
しかし，大学入学試験も終わり，日常の生活では英
語を使用する必然性がほとんどない，学生にとって英
語学習のインセンティブに欠ける状況で，大学におけ
る英語授業の履修時間数も極端に限られていては，そ
の期待に応えることは容易ではない．このような状況
で学生の実践的英語運用能力を維持，発展させていく
には，効率のよい授業カリキュラムの開発，教材・教
授法の開発，教員の教育力強化も重要であるが，それ
にもまして学生の英語自学学習へのサポートを充実さ
せていかなくてはならない．その中で，英語学習に対
する学生自身のモティベーションを高め，授業外の英
語学習時間を確保し，その時間を有効活用して学生
個々人による英語学習を習慣化させていくことが重要
になってくる．
では，そのためには何が必要だろうか？　どのよう
な情報を学生に提供すべきか？　学生の自学自習のた
めに，どのような場や機会を提供すべきか？　大学と
して授業外の英語学習に対して学生にどのようなサ
ポートを行うべきか？　このような点について，限ら
れた資源（人，時間，予算）の中で可能な限り問題を
解決していくことが求められている．
1．2　本調査の構想の経緯
本調査の構想は，調査チームの代表の個人的な経験
から生まれた．数年前のことであるが，香港理工大学
を訪問した際に，学部生対象の英語教育を担当する教
員から，近年，学生の英語運用能力，特にライティン
グの能力が目立って落ちていること，そのために大学
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準英語圏における特色ある英語教育システムの実態調査と英語学習サポートシステムの開発研究」の調査報告の一
部である．香港地域の大学における英語教育，及び学生の英語自学自習サポートシステムについて調査した結果，
調査対象とした大学における学部レベルの英語教育においては，英語教育を専門とする専属スタッフが，カリキュ
ラム作成，授業実施，評価のすべてを担当し，また授業外のカリキュラム，特にライティングやスピーキングの個
別指導や講習会の実施，自学自習のためのラーニングセンター，ウエブサイトの管理運営にも積極的に参画してい
ることがわかった．本調査の結果は，東北大学の現状に合った実現可能な英語教育システム，特に学生の英語の自
学自習サポートシステムを構築していく上で有益な示唆を与えてくれるものと考える．
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として授業外に学生が自由に利用できる英語学習セン
ターやウエブサイトを開設し，その拡充を図っている
ことを聞いた．
香港といえば，かつての英領ということもあり，英
語がふつうに使われている印象があった．そのため，
最初にこの話を聞いたときはいささか驚きを隠しえな
かった．実のところ，今日の香港では，外国人が多く
利用するホテルやレストラン等の施設や観光スポット
を除いて英語はあまり通じない．それでも，香港の大
学では英語が公用語（あるいは公用語の 1 つ）として
用いられていることから，香港の大学生は英語に苦労
しないのではないかと考えてしまう．しかし，中国へ
の返還後20年近く経過した現在，状況はずいぶんと変
化したようである．
香港の大学では，今日もなお，多くの場合，授業，
課題・試験，教員とのコミュニケーション，必要な事
務連絡等は英語で行われている．しかし，友人との会
話，家族との会話等，キャンパスの外では，たいてい
の学生は母語である広東語を話し，英語を使う頻度は
激減するのだそうである．返還後は，大陸との行き来
や，人口流入も多く，その多くは英語をよく解さない．
また，中国政府の方針で香港の小中高では北京語（標
準語・普通話）を教え，その使用頻度も多くなってき
たようである．
このような状況で，香港といえども，大学生の英語
力は以前に比べて下がっているらしく，その教員は「こ
のままでは，英語だけでなく，大学そのもののレベル
が，（英語を国の公用語の 1 つとしている）シンガポー
ルの大学に大きく差がついてしまう」と嘆いていた．
同じアジアでもっとも活気のある都市として似た状況
にあるシンガポール（シンガポール国立大学，南洋理
工大学等）をライバル視しているところが印象的で
あった．
このように，学生の英語運用能力について問題を抱
えるのは日本だけではなく，英語が日常的に使われて
いる印象のある香港の大学でも同じであることを知っ
た．そして，このことから，外国語は使い続け（訓練
し続け）なければ，その維持は難しいということを改
めて痛感させられた．そこで，香港の大学における，
学生の英語学習のサポートシステムの取り組みを詳し
く調べ，その内容を吟味することで，わが国の大学に
おける英語指導に参考になる点を見出すことができる
のではないかと考えた．
1．3　初期の目的と方法
以上の問題意識と経緯から，本調査チームは，準英
語圏（英語を通用語として使用する国・地域）である
香港において，特色ある英語教育を実施している大学
を調査することにした．具体的には，英語教育担当者
へのヒアリング調査，施設見学等を行い，各大学にお
ける英語教育システム，とりわけ，個々の学生のニー
ズに応える英語学習サポートシステムの開発と実践に
ついて調査する．この調査から期待される成果は次の
点である．
・香港の大学が抱える英語教育におけるさまざまな
問題の把握
・その問題に対する各大学の対応策の紹介
・調査結果の広報活動やこのテーマでのシンポジウ
ムを通じての，調査・研究成果の発信，英語学習
サポートシステムを軸にした大学間の国際的な連
携構築
・東北大学の現状にあった，実現可能な英語教育シ
ステム，特に学生の英語の自学自習サポートシス
テムの考案，モデルの提示
2 ．香港地域の大学における英語サポートシス
テムの調査結果
2．1　調査概要
事前調査として，インターネット上の関連サイト，
印刷物，既存の人的ネットワークから，英語学習サポー
トシステムを中心に，特色ある英語教育を実践してい
る香港地域の大学に関する情報を収集した．その情報
をもとに調査対象校を決定し，平成29年 2 月 7 日～ 9
日にわたり，本調査チームメンバー全員で，香港理工
大学（ 2 月 7 日），香港中文大学（ 2 月 8 日），香港城
市大学（ 2 月 8 日），香港科技大学（ 2 月 9 日）の 4
大学を訪問した．
各大学において，英語教育の責任者にヒアリング調
査を行い，教養課程の英語カリキュラムの理念と方法，
各大学が抱える英語教育の問題点とその対応策につい
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てのお話しを伺い，東北大学における全学英語教育の
問題点等に関する情報と意見を交換した．その後，各
大学における英語学習サポートシステムについて，ウ
エブサイト上での取り組みに関する説明を受け，英語
（外国語）学習センター等の関連施設を見学した．訪
問先の詳細は下表の通りである．
では，各訪問校と英語学習サポートシステムの概要
を紹介しよう．
2．1．1　香港理工大学 / CILL
香港理工大学（The Hong Kong Polytechnic University: 
PolyU）の歴史は1937年のGovernment Trade School
創設にさかのぼるが，1994年に現在の名称となった公
立 の 総 合 大 学 で あ る． 8 つ の 学 部（faculties and 
schools）から構成され，2,600名近いフルタイムのス
タッフ（academic and research staff）と約28,000名の
学生を擁し（2016年時点），香港の大学では最大の学
生数を誇る．街の中心部に位置する都市型大学である
（cf. https://www.polyu.edu.hk/web/ en/home/index.
html）．
学部の英語教育は人文学部（Faculty of Humanities）
に所属する英語センター（English Language Centre: 
ELC）が担当し，英語教育，英語教授法，応用言語学
等を専門とする120名程のスタッフにより，カリキュラ
ム作成，指導法の開発，授業の実施が行われている．
なお，大学院レベルのアカデミックイングリッシュ教
育（プレゼンテーションスキル，論文執筆も含む）も
ELCが担当している．そのミッションは，①学生のコ
ミュニケーションスキルを高め，研究者，専門職者と
して優秀な人材を育成すること，②学生の自立した生
涯にわたる英語学習を推進すること，③大学だけでな
く，香港の人々全般の英語運用能力推進のための支援
をすることである（cf. https://elc.polyu.edu.hk/）．
香港理工大学における英語自学自習センターは，
ELC附属のCentre for Independent Language Learning 
（CILL） である．後で詳述するが，ここでは，TOEFL, 
TOEIC, IELTS等の資格試験対策，アカデミックライ
ティング等の英語学習に関するさまざまな情報の提供の
他に，英語図書，視聴覚教材等の貸し出し，ミニレッス
ン，セミナー等を開催している．
2．1．2　香港中文大学 / ILC
香港中文大学（Chinese University of Hong Kong）
は1963年に設立された香港の公立大学である．コロニ
アル風の趣のある香港大学に対抗して，中国の伝統文
化をも教授するということから「中文」という名称を
冠している．そのため，大学では英語の他に中国語に
よる授業も行われ，中国学センター（Centre of China 
Studies）もある．香港郊外の沙田地区に位置する広
大なキャンパスに 8 つの学部，約8,000名のスタッフ
のもと，約20,000名の学生が学ぶ．今日，香港大学，
香港科技大学と並んで，香港を代表する大学となって
いる．なお，香港中文大学は，オックスフォード大学
やケンブリッジ大学と同じカレッジシステムを採って
いる（cf. http://www.cuhk.edu.hk/english）．
学部の英語教育は，英語教育ユニット（English 
Language Teaching Unit: ELTU）に所属する60名か
らなるスタッフ（40名の専任スタッフ，20名の非常勤
スタッフ）によって運営され，学生はEAP（English 
大学名 英語教育担当部局 自学自習センタ  ー
香港理工大学 
The Hong Kong 
Polytechnic 
University 
English Language 
Centre (ELC) 
Centre for 
Independent 
Language Learning 
(CILL) 
香港中文大学 
Chinese University 
of Hong Kong 
English Language 
Teaching Unit 
(ELTU) 
The Independent 
Learning Centre 
(ILC) 
香港城市大学 
City University of 
Hong Kong 
English Language 
Centre (ELC) 
Self-Access Centre 
(SAC) 
香港科技大学 
Hong Kong 
University of 
Science and 
Technology 
Centre for 
Language 
Education (CLE) 
Language Commons 
(LC) 
（CILL内部の様子）
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for Academic Purposes），ESP （English  for Specific 
Purposes），EPP （English for Professional Purposes）
を組み合わせた 4 段階（合計 9 単位）の英語授業を履
修しなければならない（cf. http://eltu.cuhk.edu.hk/）．
ELTUのスタッフが管理・運営に携わるIndependent 
Learning Centre（ILC） で は， 英 語 学 習，IELTS, 
TOEFL, TOEIC等の資格試験対策へのさまざまな資
料を提供する他に，大学での研究スキルや論文作成の
ミニレッスン，セミナー等の開催や，インターネット
を利用したサポートを行っている．そういったセミナー
には，
Independent learning
Study skills at university
Academic reading
Active listening
Discussion and presentation skills
Effective writing, Critical thinking skills
といった多岐にわたるテーマが設定されている．また，
英語の自学自習支援のためのe-learningにも力を入れ
ており，コンピューター専門の専任スタッフもいる．
なお，ILCは英語のみならず，中国語（普通話）の学
習支援も積極的に行っている．
2．1．3　香港城市大学 / SAC
香港城市大学（City University of Hong Kong: CityU）
は，1994年設立の比較的新しい香港の公立大学である．
4 つのcollegeと4 つのschoolを有する本大学は，その名
が示す通り，香港市内の中心部（九龍糖）に位置しており
香港理工大学と同じく都市型の大学である（cf. http://
www.cityu.edu.hk/）．
こ こ で の 学 部 の 英 語 教 育 は，English Language 
Centre（正式名称はChan Feng Men-ling Chan Shuk-
lin English Language Centre: ELC）のスタッフが担
当している（cf. http://www.cityu.edu.hk/elc/）．
英語の学習サポートシステムはEnglish Language 
Support Services （ELSS） と呼ばれ，通常の授業でカ
バーできない内容について，学生が卒業するまで広範
囲にわたる英語学習の支援を行っている（cf. http://
elss.elc.cityu.edu.hk/ELSS/home.aspx）．その内容と
しては，香港の大学生に重要な意味をもつIELTSの
スコア増進のためのミニレッスン，プレゼンテーショ
ンスキル，ライティング，発音，スピーチ等のセミナー，
インターネットによる英語学習プログラムの配信，そ
して，学生が自由に利用できるSelf-Access Centre 
（SAC） の運営がある．
SACは平日の10:00～20:00の間オープンしており，
自習スペース，豊富に揃えられている英語の教科書，
参考書，辞書，副読本，視聴覚教材等を自由に利用す
ることができる．また，エッセイの書き方，英文法で
犯しやすいミス，語彙の増やし方等のテーマ別の
Worksheetも無料で配布されている．
今回訪問した他の大学と異なり，香港城市大学の
ELCでは，この自学自習制度（Independent learning）
を授業の中に組み込んでいる点が非常にユニークであ
る．内容としては，CALLやICOSA等のオンライン
（ILC内部の様子）
（SAC内部の様子）
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ネットワークを使用した自
学 自 習 が 6 時 間，IETLS
やライティングのセミナー
等への参加が 6 時間，合計
12時間の自主学習が単位取
得の条件となっている．な
お，ICOSAと は， 香 港 教
育大学，香港城市大学，香
港浸會大学，香港理工大学，
嶺南大学の 5 つの大学が共
同開発したオンライン上の
英語学習ステムで，Inter-
institutional Collaborative Online Self-Access Project
の略である（cf. http://icosa.hkbu.edu.hk/）．
また，ELC内のフリールームを使用して，留学生
を積極的に活用したChat Groups等の課外活動を行っ
ている．これは，予約なしで参加可能な英語による自
由な会話クラブで，50分程度であるが，学期中ほぼ毎
日行われている．なお，Chat Groupに協力する留学
生は必ずしも英語母語話（Chat Groupsのポスター）
者ではなく，またTAとして賃金が支払われている．
その他にもHelp-deskがあって学生の相談にのってい
る．
2．1．4　香港科技大学 / LC
香 港 科 技 大 学（The Hong Kong University of 
Science and Technology）は，1991年に設立された香
港郊外に位置する香港の公立大学である．科技大学と
いう名称であるが，人文社会系の学部も有する総合大
学で，ビジネススクールは世界でもトップクラスであ
る．4 つのschoolと学際プログラムオフィスからなり，
約20,000名の学生と700名の専任教員を有している（cf. 
http://www.ust.hk/）．
ここには，2012年に創設された，人文社会学部所属
のCenter for Language Education （CLE） という部局
があり，学部生，大学院生の語学教育を担当したり，
外国語の学習を支援したりするだけでなく，教員の語
学支援も行っている（教員の場合は中国語のみ）．英
語の専任スタッフは70名，中国語は20名である．英語
と中国語（普通話）が中心となるが，第 3 外国語とし
てヨーロッパ系，アジア系の言語，またラテン語，ギ
リシャ語も扱っている（cf. http://cle.ust.hk/）．
CLEは，英語と中国語を中心にした語学の自学サ
ポートシステムとして，The Informal Curriculum for 
Language Learning （iLANG） を提供し，学生が通常
の授業ではカバーできないスキルの習得をサポートし
ている．英語学習に関するさまざまなミニレッスンや
セミナー，Chat-cornerを開催する他，オンライン上
での外国語学習も提供している．その他に，学生が自
由に利用できるLanguage Commons （LC） もあり，
スタッフが常駐し，他の大学と同様に，英語・中国語
学習のための参考書，試験対策本，副読本，視聴覚教
材等を十分に揃えている．
2．2　調査結果
以上，香港地域の 4 つの大学における，英語担当の
部局，そして，英語の自学自習サポートシステムにつ
いて概要を説明したが，内容的に重なっている点が多
い．その理由の 1 つとして，上記の大学の英語スタッ
フは（他の大学も含め）定期的に会合を重ね，意見交
換・情報交換や共同作業を行っているとのことである．
以上の調査から香港地域の大学における英語学習を
取り巻く状況，英語学習サポートシステムについての
情報をまとめると次のようになる．
（LC内部の様子）
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2．2．1　英語の位置づけ
香港の大学では授業，及び事務連絡で英語を使用す
ることが多いが，大部分の学生の母語は広東語であり，
英語はあくまでも第二言語として位置づけられてい
る．その他にも，普通話（標準語）の習得が義務付け
られている．また，学生は香港での就職のために
IELTSでの高得点（6.5～7.0 → イギリスの大学院入
学レベル）が期待されている．
2．2．2　大学での英語教育
大学における英語教育は，全学レベルではEAP
（English for Academic Purposes），各学部レベルでは
ESP（English  for Specific Purposes）に重点が置かれ
ている．英語クラスはどの大学でも 1 クラス20名前後
で，専属スタッフ（常勤，非常勤）が担当する．英語
担当スタッフの国籍は様々で，World Englishesを認め
ているものの，書き言葉としては標準的な英語を教授
する．代表的なwriting manualとしてはPublication 
Manual of the American Psychological Association 
（APA）, MLA Handbook for Writing Research Papers 
（MLA） 等が指定されている．
2．2．3　英語学習サポート
各大学とも英語の自学自習（independent learning）
のためのオンライン学習環境（e-learning），学習施設
（Self-access Center, etc），ミニレッスン，セミナー等，
かなり充実したサービスを提供している．また，上述
のように，香港城市大学では，この自学自習制度を授
業の中に組み込んでおり（単位取得の条件とする），
また留学生を積極的に活用したChat Groups等の課外
活動を行っている．
以上の内容をまとめると右記の表のようになる．
上述したように，これら 4 大学はいずれも英語学習
サポートシステムの充実度については大きな差はな
い．内容的に重なる部分が多いので，自学学習スペー
スが比較的充実していた香港理工大学のCentre  for 
Independent Language Learning （CILL）  を 取 り 上
げ，その内容を詳しく紹介しよう．
2．3　香港理工大学のCILLについて
2．3．1　概要
CILLについて，その公式パンフレットには次のよ
うに記載されている．
CILL  is a self-access  language  learning centre, 
where you study by yourself, or with a group of 
friends. Qualified,  experienced PolyU  teachers 
offer  you guidance,  and  are  always happy  to 
answer your questions. We help you  acquire 
useful  language  learning  skills  to  enrich your 
academic life at PolyU.
ここに記されているように，CILLは学生が一人で，
あるいはグループで自主的に外国語を学習する場であ
る．そこは単なる空間だけではなく，さまざまな情報
が提供され，資料が整備され，質問コーナーが設置さ
れたり，セミナー等が開催されたりしている．英語に
関するものがほとんどだが，中国語（普通話），及び
その他の外国語についての書籍も若干ある．
CILLが提供する主なサービスは次の通りである．
Speaking Assistance Programme
Writing Assistance Programme
 
 
香港理工
大学 
香港中文
大学 
香港城市
大学 
香港科技
大学 
学習スペース ✔ ✔ ✔ ✔
パソコン ✔ ✔ ✔ ✔
サロン，グルー
プ学習，ゲーム 
✔ ✔ ✔
参考図書，レフ
ァレンス 
✔ ✔ ✔ ✔
新聞，雑誌 ✔ ✔ ✔ ✔
DVD ✔ ✔ ✔ ✔
Worksheet ✔ ✔ 
個別指導 ✔ ✔ ✔ ✔
ミニレッスン，，
セミナ  ー
✔ ✔ ✔ ✔
留学生による活
動 
✔ 
自学自習が単位
取得の条件 
✔ 
独自のウエブサ
イトの開発，更
新 
✔ ✔ ✔ ✔
英語以外の言語 ✔ ✔ ✔ ✔
専属スタッフ ✔ ✔ ✔ ✔
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Help Desk
Learning Pathways
Certificate Award Scheme
Seminar Series
Cultural Materials Corner
Movies for Language Learning
Books for the Month
English Book Fair
CILL tour
特に，アウトプット（speaking, writing, presentation）
能力向上についてはさまざまなセミナーを開催する他，
個人的な質問や相談を受け付けている．
次に，CILL内で閲覧，貸出が可能な資料であるが，
下記のように記載されている．
Language learning materials （English
　and other languages）
Language learning videos
Magazines and newspapers
Movies and TV programmes
Multimedia programmes
Practice examination materials （English
　and Putonghua）
Presentation room for booking
2．3．2　サービスの詳細
では，香港理工大学における以上のサービスと資料
について詳しく見ていきたい．
CILLの開館時間は平日が9:30～20:00で，週末は土
曜日のみ9:00～12:00となっている．先に述べたように
香港理工大学は香港の中心部に位置する都市型の大学
でその地の利を生かして，社会人対象のコースも多く
設けられており，図書館は24時間オープンしている．
CILLは資料の閲覧や貸し出し，セミナーやさまざま
なアシストを受けるだけでなく，学生が自由に自学自
習に使える場でもある．
閲覧可能な資料としては，辞書，文法書，ライティ
ング関連の参考書・マニュアル本，ボキャブラリービ
ルディングの本，副読本としての最新のペーパーバッ
クが開架式の書棚に並べてある．英語の書籍が中心で
あるが，次に中国語（普通話）の書籍が多く，あとは
フランス語，ドイツ語，スペイン語，日本語等の本が
並んでいる．
新聞・雑誌も充実している．新聞はInternational 
New York Times, The Straits Times等の他にSouth 
China Morning Post等の地元の英字新聞も閲覧可能と
なっている．雑誌はTIME, The Economist, Fortune, 
The National Geographic等英語圏でも一般読者向けの
雑誌が用意されている．こういった新聞・雑誌は図書
館でも読むことができるが，CILLにおいても提供され，
学生は自由に読むことができる．
香港では就職の際に英語力，とりわけIELTSのス
（辞書、文法書、参考書等の書棚）
（新聞と雑誌のラック）
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コアが重視されていることは先に述べた．そのため，
香港理工大学をはじめとする香港の大学ではIELTS
等の英語資格試験の対策に力を入れている．そのため，
CILLでは，IELTSをはじめ，ケンブリッジ英語検
定，TOEFL, TOEIC, GMAT, GRE等，イギリス，ア
メリカの大学への入学の際に要求される英語資格試
験，共通試験の問題集，参考書，対策本等が充実して
いる．
こういったテキストの閲覧や貸し出しの他にも，イ
ギリス，アメリカへの留学を志す学生の英語力増進を
支援するために，IELTSやTOEFLのスコアアップを
目指したセミナーが開催されている．
視聴覚教材としては，IELTSやTOEFLのリスニン
グ問題対策の参考書や教材用CDの他に，映画やテレ
ビドラマシリーズのDVDも用意され，CILL内で鑑賞
できるようになっている．非常にインパクトを受けた
点は，こういったDVDを娯楽として鑑賞するだけで
なく，あくまでも英語の勉強，そして英語圏文化を知
るために視聴することが学生に求められており，その
ためにCILL所属の教員が，それぞれのDVDについ
て，詳細な解説を作成し，学生の学習の便宜を図って
いる．その内容は，映画の内容の解説（文化的背景や
扱っているテーマ等の鑑賞のポイント），重要な英語
表現，部分的なトランスクリプト等である．それが，
映画のタイトル毎にファイルにまとめられている．学
生は，この資料を参考にして，映画やテレビドラマシ
リーズの概要を理解するだけでなく，さまざまな英語
表現を学び，自身の英語運用能力増強につなげている．
CILLには，資料閲覧や自習用のテーブル，DVD等
を見るためのパソコンが設置されたブース，学生どう
し，あるいは学生とチューターの談話スペース（ソ
ファーが数脚置かれていて，CNN等の英語ニュース
を常時流しているモニターがある区画）の他に，小さ
な部屋がいくつか準備されている．たとえば，CILL 
Teaching Roomでは，CILLスタッフが個別に学生の
相談に応じたり，小さなグループでの学習セッション
やミニレッスン等が行われる．事前の予約が必要であ
り，使用頻度も限られているが，すべての学生にオー
プンである．
それ以外にも，個別の訓練に特化した部屋もある．
CILLが提供するサービスの中に，Speaking Assistance 
（IELTS、TOEFL等の参考資料が並ぶ） （教員作成の視聴覚教材の解説）
（さまざまな視聴覚教材）
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Programme, Writing Assistance Programmeが挙げら
れていたが，英語のスピーキング及びライティング指
導のために使われる部屋が確保されている．それは，
特にこの 2 つのスキルに関するアシストに学生の需要
が集中するからということである．こちらも事前の予
約が必要で，回数制限がある．また，プレゼンテーショ
ンの予行演習を目的とした部屋もあり，ここには必要
な機材（スクリーン，プロジェクター）の他に，プレ
ゼンテーションを録画して確認するための機材（ビデ
オカメラ，デッキ，モニター）も用意されている．こ
の部屋は学生が単独で使用できるが，チューターの前
で模擬プレゼンテーションを行いアドバイスを受ける
こともできる．
CILLでは，English Reading Clubや各種ミニレッ
スン，セミナーを開催し，学生の英語スキルアップを
応援している．こういったセミナーは，単に英語運用
能力を強化するだけではなく，就職に有利なスキル等
も学べる場を提供している．
また，CILLでは英語の 4 技能，プレゼンテーショ
ンスキル等を磨くために参考にすべきポイント，学習
のヒント，アドバイス，参考になるURL等を掲載し
たインフォメーションシートや，Listening, Speaking, 
Reading, Writing, Pronunciation, Grammar等の学習
についてのワークシートも無料で配布している．
ヘルプデスクでは，CILL所属の教員がさまざまな
質問に答えてくれるが，論文やエッセイのProof 
Reading（英語のチェックや校正）は受け付けない．
最後に，CILLのウエブサイト（https://elc.polyu.
edu. hk/cill/）を紹介しよう．
CILLのウエブサイトでは，ELC/CILLが提供するさ
まざまなサービスの最新の情報にアクセスすることが
できる．さらに，このサイト上でSpeaking Assistance 
Programme （SAP） とWriting Assistance Programme 
（WAP） の予約をすることができ，また，以下のような，
英語学習に便利な情報や自学自習のためのページにア
クセスできる．
　　Dictionary 
　　Grammar
　　Listening
　　Presentations
　　Pronunciation
　　Reading
　　Speaking
　　Vocabulary
　　Writing
たとえば，Dictionaryをクリックすると，オンライ
（CILLウエブサイトのホームページ）
（さまざまなテーマのワークシート）
（ミニレッスンが行われる部屋）
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ン上の各種辞書にアクセスすることができる．ライ
ティングでは，メモ，E-mail，手紙，エッセイ，レポー
ト等の基本的な書き方から，論文の参考文献一覧の作
成法，アイディアのまとめ方，プラン等が細かく説明
されている．また，それぞれのトピックに関してさら
に情報を得たい学生のために，関連するウエブサイト
へのリンクが張り付けられている．
また，The Writing and Reading Requirementsとい
うページでは，Learning videoを視聴することができ
る（視聴したいテーマをクリックすると，YouTubeに
ジャンプする）．このウエブサイトのコンテンツ，及び
200本以上のビデオクリップはすべてELCの教員の作
成によるものである．
香港理工大学のみならず，他のいずれの大学も，自
学自習のためのウエブサイトは非常に充実している．
SAC等の自習スペースの確保や対面式のサポートも
重 視 す る 一 方 で， ユ ビ キ タ ス な 学 習 が 可 能 な
e-learningに力を入れていることがわかった．しかし，
そのコンテンツはアウトソーシングするのではなく，
あくまでも学生を直に知っている教員たち自らが協力
しあい作り上げてきたものである．そして，こういっ
たサイトは大学外にも公開し，誰でもアクセスが可能
である（大学によっては一部の内容には学外者はアク
セス不可となっている）．このことからも，ELCの理
念に挙げられていた，学生の英語運用能力を伸ばすと
いう目的だけでなく，広く香港というコミュニティ全
体に寄与するという目的が大切にされていることがわ
かる．
3 ．おわりに
3．1　調査から得られた示唆
以上，香港理工大学を中心に，香港地域の 4 大学に
おける英語学習サポートシステムの調査結果を報告し
た．香港のように英語を使用する機会が多いように思
える国際都市でさえ，意識的・積極的に英語を勉強し
なければ，英語を使えるようにはなれない．今回，香
港の大学生の努力，そして，その学生たちにさまざま
な機会を提供する教員の熱意に感銘を受けた．
大部分の国民にとって，英語をほとんど使用せずと
も生活に不便を感じないわが国では，学生が 4 技能を
バランスよく発展させた実践的英語運用能力を伸ばす
には，授業以外の学習時間の確保が必要であることは
言うまでもない．その際に，どのような形で学習の機
会と方法を与えるか，学生のモティベーションを向上
させるような自学自習プログラムはどのようなものか
について，香港の大学が提供している対面式手法（ミ
ニレッスン，セミナー，個人面談），オンライン学習
環境（独自のウエブサイトの整備），さまざまな情報
の提供は今後の東北大学における英語教育全般の改善
に大きな示唆を与えてくれた．
3．2　今後の課題と展望
東北大学においても学生の英語運用能力増強のため
にさまざまな角度から英語教育に対する改革と支援が
実施されている．Practical English Skills，英語多読
（Extensive reading）授業，クォーター制導入にとも
なう短期集中型授業等，正課の授業における改革の他
にも，TEA’s English Program, Practical English Course
等の課外英語学習コース, 学習支援センター（SLA）
での英会話やライティング指導，教育情報基盤セン
ターが提供するeラーニングシステム（外国語学習
Web教材ALC NetAcademy2），図書館に設置されて
いる英語リーダーズ・コーナー，また，工学部・工学
研究科が実施する工学部の学生を中心にした実践的英
語運用能力強化のためのプログラム等，英語学習に関
する多種多様な課外サービスが提供されている．
また，神田外語大学，九州大学，立命館アジア太平
洋大学のSALC（Self-Access Learning Center）のよ
うに，学生の外国語学習への充実したサポートを提供
している国内の大学もある．とりわけ，神田外語大学
のSALCは国内外から非常に高い評価を得ている．
東北大学における試みは成果を上げているが，次の
ような問題も考えられる．
・ウエブサイトを通して提供する英語学習サポート
情報のコンテンツのチェック体制．
・ 英 語 学 習， 留 学， 英 語 資 格 試 験（TOEFL, 
TOEIC, IELTS）等の情報（書籍，参考書，視聴
覚教材）の拡充とコンテンツのチェック体制．
・Writing center等の個別指導の拡充と担当スタッ
フ（英語母語話者の留学生によるTA等）の資質
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の担保．
・Workshopや個別相談の拡充と担当スタッフの資
質の担保．
・正課の授業（全学教育英語担当部局）と課外の授
業のリンク．特に，正課の授業を担当する教員の
協力．
また，以下のような指摘にも考慮しなくてはならな
い．
・本調査は具体的に東北大学の英語教育にどのよう
な課題があり，その課題を解決する方策を調査研
究で明確にするという連関性が曖昧である．
・英語学習サポートシステムについて，eラーニン
グ教材や授業外の学習支援等が想起できるもの
の，明確でない．
以上のような問題点を踏まえ，今後の調査の内容は
大きく （ 1 ）英語学習サポートセンターの具体的な運
営と取り組み，（ 2 ）インターネットを活用した英語
学習サポートの具体的なコンテンツ作成と管理を中心
に，それぞれに具体的な質問項目（組織，担当者，管
理者，学習支援サービス内容，提供する資料，施設，
行事等）を立て，ヒアリング調査，施設・設備見学を
実施する．さらに，学習支援も含めたすべての英語教
育の基盤となる英語教育の理念・目標もあわせて確認
したい．
また，調査研究に重点を置くのではなく，今後の東
北大学における英語学習サポートシステムの拡充，そ
の全学英語教育との有機的連携（サポートシステムを
授業に組み込んだ形の教授法開発等），サポートシス
テムを学生の英語学習のモティベーションに結び付け
る方略，さらに，調査結果から講義形式の授業のみな
らず，実践的な内容のアクティブラーニングの取入れ
等も考慮した新たな英語の授業スタイルを提案してい
く．
今後の構想としては，対象とする大学を，香港だけ
でなく，広く東アジアの非英語圏，準英語圏に広げ，
英語教育の運営や英語学習サポートシステムにおいて
注目すべき実践を行っている大学を調査し，そこから
得た知見をもとに，東北大学における英語学習サポー
トシステムの構築・改善を考案していきたい．
調査対象を東アジアの非英語圏，準英語圏の大学に
広げていく理由は次の通りである．東アジアの非英語圏
（中国，台湾，韓国，タイ，インドネシア，ベトナム等）は，
英語と言語の系統が異なる母語を話し，英語を国際言
語（English as an international language）として使用し，
外国語としての英語（English as a  foreign  language）
を教授する点において，わが国の英語教育環境に類似
しており，そこでの英語教育実践，英語学習サポートシ
ステムにおける工夫は東北大学の英語教育において参
考になる点があると予想される．
また，英語を公用語，もしくは通用語（English as 
a second language）として使用する準英語圏（香港，
シンガポール，マレーシア，フィリピン等）も調査対
象に含めたのは，これらの国・地域が教育現場におい
てworld Englishes vs. academic （standard） English
の対立と融合を経験しているからである．香港英語，
シンガポール英語，マレーシア英語，フィリピン英語
がある一方で，大学，とりわけ，研究大学としての東
北大学における英語教育としては，国際言語・国際共
通語としての標準的な英語を教えねばならない．この
ような二重性を，これらの国や地域では他国に先駆け
て経験しており，academic Englishとはどうあるべき
か，どのようなものが求められているかの調査は東北
大学における英語教育に有益な示唆を与えてくれるも
のと考える．
付記 1
本調査研究は，東北大学高度教養教育・学生支援機
構の高度教養教育開発推進事業（研究テーマ「東アジ
アの非英語圏・準英語圏における特色ある英語教育シ
ステムの実態調査と英語学習サポートシステムの開発
研究」）の助成を受けて実施した．
付記 2
パイロット調査として，平成28年11月～平成29年 1
月において，本調査チームの代表がサバティカルで滞
在したマレーシアにおいて，マレーシアを代表するマ
ラヤ大学（University of Malaya），及びプトラ大学
（University Putra Malaysia）の全学英語教育を担当す
る部署の責任者に面会し，Writing center，自学自習
サポートシステム等についてヒアリング調査を実施し
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た．マラヤ大学はLanguage UnitのHeadであるRema 
Menon氏（平成28年12月13日実施），プトラ大学は
CALC（Centre  for  the Advancement of Language 
Competence）のDirectorであるArshad Abd Samad
教授にお話を伺った（同12月19日）．結論から言えば，
学部生の英語教育を担当する責任部局である両組織と
も，英語授業の内容やセミナー等の情報の紹介等を行
うウエブサイトは公開しているものの，学生の英語自
習をサポートする特別な施設，組織，プログラムはなく，
英語担当の教員が必要に応じて学生のニーズに対処し
ている．大学院生レベルの論文の英語のチェックにつ
いても，指導教員が行うか，学生個人が第三者機関を
通じて個別に行っている．
また，両氏からのヒアリングを通して次の点を確認
した．マレーシアは英語が通用語として広く使用され
ており，国民の大部分は日常レベルにおいては英語で
コミュニケートすることができ，そこからマレーシア
人特有の英語も存在する．しかし，大学教育において
は，決してブロークンな英語やマレーシア英語を許容
せず，あくまでもアカデミックな英語を対象とし，そ
の読み，書き，話す能力を習得させることを目的とし
ている．英語のテキストを批判的，分析的に読む能力，
また自己の主張を口頭であれ文章であれ英語で効果的
に伝えるには適切な訓練が必要とのことで意見が一致
した．さまざまな英語（Englishes）を許容するとい
う立場から，マレーシア英語でもよいといった考えも
あるが，発表や論文執筆等，正確なコミュニケーショ
ンが要求されるところでは，標準的な規範英語の文法，
語法の習得が必須となっている．
付記 3
神田外語大学SALCには，平成29年10月20日に本調
査チームメンバー全員で訪問した．
付記 4
本稿に掲載している写真はすべて，本調査チームメ
ンバーの撮影によるものである．訪問時に口頭で写真
撮影，及び掲載の許可を取っている．
